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瑩
山
禅
師

の
善
悪
観

に
つ
い
て

―

江
戸
期
註
釈
書
を
題
材
と
し
て
―

宮

地

清

彦

一
、
筆
者
は

『宗
学
研
究
』
第
四
十

一
号
収
録

「『伝
光
録
』
と
十
二

巻
本

『正
法
眼
蔵
』

の
諸
問
題
に

つ
い
て
ー
特
に
業
論
を
中
心
と
し
て

ー
」
(
一
九
九
九
年
三
月
、

一
三
三
～
八
頁
)
に
お
い
て
、
道
元

・
瑩
山
両

者
の
善
悪
業
に
対
す
る
姿
勢
を
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
、
道
元
は
思
惟

す
る
こ
と

で
、
こ
れ
ら
を
理
解
し
よ
う
と
し
た
反
面
、
瑩
山
の
そ
れ
は

行
に
よ
っ
て
超
越
し
よ
う
と
し
た
形
跡
が
見
ら
れ
る
、
と

一
応
結
論
付

け
た
。
中
世
鎌
倉
新
仏
教

の
中
で
、
著
名
な
る
二
人
の
思
想
家
が
、

い

わ
ば
善
悪
と
い
う
、
人
間
に
と

っ
て
最
も
価
値
判
断
の
根
本
た
る
二
大

要
素
を
処

す
る
に
あ
た
っ
て
、
こ
れ
だ
け
評
価
が
異
な
る
の
も
興
味
深

い
。
瑩
山
は
道
元
に
比
べ
、
末
法
悪
世
に
対
す
る
意
識
が
強
く
、
悪
を

如
何
に
超
克
す
る
か
に
苦
慮
し
た
跡
を

『伝
光
録
』
に
残
し
て
い
る
こ

と
も
関
係
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

さ
て
戦
乱

の
世
か
ら
泰
平

の
世

へ
と
移
行
し
て
い
っ
た
近
世
の
宗
学

者
達
に
と

っ
て
、

二
人
の
思
想
内
容

の
比
較
は
な
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ

う
か
。
残
念
な
が
ら
、
瑩
山
思
想

の
発
露
と
言
う
べ
き

『伝
光
録
』
に

つ
い
て
決
定
的
な
註
釈
書
は
出

て
お
ら
ず
、
『信
心
銘
拮
提
』
『坐
禅
用

心
記
』
『秘
密
正
法
眼
蔵
』

の
註
釈
書
が
残
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
り
、

道
元
の
註
釈
書
が
多
数
世
に
問
わ
れ
て
い
る
の
と
比
べ
て
、
聯
か
見
劣

り
は
す
る
。

そ
こ
で
、
今
回
は
こ
れ
ら
の
少
な
い
手
掛
か
り
を
駆
使
し
て
、
善
悪

と
い
う

一
つ
の
テ
ー

マ
を
通
し
な
が
ら
、
瑩
山
思
想
が
時
代
背
景
と
ど

の
よ
う
に
折
り
合
い
な
が
ら
理
解
さ
れ
て
い
た

の
か
、
を
概
観
し
て
い

く
の
が
、
今
回
は
、
紙
幅

の
都
合
上
、
万
回

一
線

(?
～

一
七
五
六
)
撰

『信
心
銘
拮
提
事
略
』
(以
下
『事
略
』)
に
つ
い
て
検

討
す
る
に
止
め
た
い
。

二
、
撰
者
万
回
の
伝
は
明
確
で
は
な
く
、
僅
か
に
河
村
孝
道
氏
が
書

か
れ
た
本
書

の
解
題

(『曹
洞
宗
全
書
』
解
題
、
五
二
〇
頁
)
に
よ
り
、
天

桂
伝
尊
依
拠

の
六
十
巻
本

『眼
蔵
』
か
ら

の
渉
典
が
著
し
い
点
と
、
天

桂
と
嗣
法
論
を
同
じ
に
し
て
い
た
点
等
が
特
徴
と
し
て
知
ら
れ
る
。
こ

れ
よ
り
想
像

で
き
る
の
は
、
道
元

・
瑩
山
両
者

の
禅
思
想
に
何
ら
か
の

「接
点
」
を
見
出
し
て
い
た
こ
と
と
、
道
元
↓
天
桂

の
数
学
に
か
な
り
精

通
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
、

の
二
点
で
あ
る
。
特

に
前
者
は
、
従
来

よ
り
道
元

・
瑩
山
両
者
の
教
学
を
比
較
研
究
し

て
き
た
筆
者
と
し
て
は
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興
味
深
い
。

万
回
や
そ
の
師

・
天
桂
の
生
き
た
時
代
"
近
世
初
期
の
特
徴
も
見
て

お
く
必
要

が
あ
る
だ
ろ
う
。
こ
の
頃
は
、
彼
岸
会
や
孟
蘭
盆
会
の
定
着

が
見
ら
れ
た
時
代
で
あ
る
。
太
平

の
続
く
近
世
庶
民
に
と
っ
て
、
眼
前

の
現
実
こ
そ
が
絶
対
な
の
で
あ
り
、
先
祖
供
養
に
よ
っ
て
の
現
世
利
益

的
色
彩
を

有
す
る
こ
れ
ら
の
法
要
が
、
定
着
し
て
い
っ
た
の
も
肯
け
る
。

無
論
、
仏
教
の
根
本
思
想
で
あ
る
業
論
や
、
付
随
す
る
善
悪
観

・
末
法

悪
世
思
想
に
も
変
化

の
波
が
及
ん
だ
で
あ
ろ
う
。

更
に
藤
原
怪
窩

(
一
五
六

一
～

一
六

一
九
)

・
山
崎
闇
斎

(
一
六

一
八
～

八
二
)
・
林
羅
三

(
一
五
八
三
～

一
六
五
七
)
等
か
ら
、
俗
世
の
倫
理
を
否

定
す
る
仏
教
に
対
す
る
批
判
や
、
輪
廻
思
想
と
因
果
応
報
説
の
否
定
を

提
示
さ
れ
た
こ
と
も
大
き
い
。
自
ら
が
実
感

で
き
る
現
世

・
現
実

の
道

徳

こ
そ
が
真
実
で
あ
り
、
返
す
刀
で
前
世

・
来
世
を
仮
の
姿
と
見
な
し
、

そ
れ
を
主

た
る
教
理
と
し
て
説
く
浮
世
離
れ
し
た
仏
教
を
激
し
く
批
判

し
た
の
で
あ
る
。
業
論
の
概
念
の
な
い
儒
学
等
が
庶
民
レ
ベ
ル
に
ま
で

行
き
渡
り
、
強
烈
な
現
世
主
義
が
台
頭
し
て
い
く
中
で
、
非
現
実
的
・非

実
感
的
側
面
を
持

つ
因
果
論
が
太
平

の
世

の
中

で
全
く
効
力
の
な
い
も

の
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
背
景

の
中
で
、
天
桂
や
万
回
が

自
ら
の
立
脚
点
を
ど
こ
に
定
め
て
い
た
の
か
は
、
考
慮
し
て
お
く
必
要

が
あ
る
。

天
桂
の
主
た
る
教
理
と
は
、

一
切
時

・
一
切
処

の
弁
道
が
坐
禅

で
あ

る
と
説
く
只
管

の
行

(『海
水

一
滴
』
巻
四
等
)
と
、
衆
生
は
本
来
成
仏
で

あ
り
、
不
迷
不
悟
の
境
地
に
居
な
が
ら

の
弁
道
を
勧
め
る

(『都
機

・
弁

註
』
等
)
。
し
か
し
天
桂
禅
の
本
質
と
も
言
う
べ
き
不
迷
不
悟
は
、
臨
済

系

の
盤
珪
永
琢

(
一
六
二
二
～
九
三
)
が
説
く
不
生
禅
と
の
接
近
の
事
実

か
ら
、
先
尼
外
道
の
見
と
も
言
う
べ
き
心
常
相
滅
論
的
解
釈
を
施
さ
れ

る
可
能
性
を
含
ん
で
い
る
。
岩
永
正
晴
氏

「面
山
撰

「議
永
平
排
遺
樗

厳
円
覚
弁
」
と
道
元
禅
師
」
(『宗
学
研
究
』
第
四
十
号
、
一
九
九
八
年
三
月
、

九
七
～

一
〇
二
頁
)
で
、
面
山
が
道
元
の
否
定
し
た

『円
覚
経
』
の
衆
生

本
来
成
仏
を
是
認
し
て
い
た
と
の
指
摘
が
あ
る
が
、
近
世
宗
学

で
、
道

元
思
想
に
対
す
る
揺
れ
る
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
感
じ
さ
せ
る
。

ま
た
天
桂

の
著
書
の
内
、
仏
法
と
世
俗
生
活
・
文
化

へ
の
接
近
を
計
っ

た

『渡
世

の
船
歌
』
な
る
も
の
が
あ
り
、
庶
民

の
現
世
利
益
主
義

・
官

学
者
達

の
現
実
主
義
に
対
処
し
よ
う
と
し
て
い
た
形
跡
は
な
い
わ
け
で

は
な

い
。
そ
こ
に
時
代
観
念
と
自
ら
の
信
じ
る
教
理
と
の
間
で
の
苦
悩

の
痕
跡
を
窺
わ
せ
も
す
る
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
上
で
、
万
回
が
、
道
元
と
見
解
を
異
に
す
る
瑩

山
を
ど
う
注
釈
し
た
の
か
を
見
よ
う
。

三
、
こ
こ
で
道
元
の
善
悪
観

・
因
果
観
を
確
認

す
る
た
め
に
、
「諸
悪

莫
作
」
巻
を
見
て
お
き
た
い
。

衆
善
、
有

・
無

・
色

・
空
等
に
あ
ら
ず
、

た
だ
奉
行
す

る

の
み
な
り
。

い
つ
れ

の
と

こ
ろ

の
現
成
、

い
つ
れ

の
時

の
現
成

も
、

か
な
ら
ず

衆
善

の
現
成

あ
り
、

奉
行

の
現
成

、
こ
れ
公
案

な
り
と

い
ふ
と
も
、
生

滅
に
あ
ら
ず
、
因
縁

に
あ
ら

ず
。

・
・
・
、

こ
の
善

の
因
果
、
お
な
じ
く
奉
行

の
現
成

公
案

な
り
。

因
は
さ
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き
、
果
は
の
ち
な
る
に
あ
ら
ざ
れ
ど
も
、
因
円
満
し
、
果
円
満
す

(春
秋
社
版

『道
元
禅
師
全
集
』
巻
一
、
三
四
八
頁
)。

「因
円
満
し
、
果
円
満
す
」
か
ら
因
も
果
も
当
体
と
し
て
存
在
し
て
お

り
、
善

の
因

果
は
奉
行
に
よ
っ
て
成
立
す
る
、

つ
ま
り
因
果
と
行
は
切

り
離
せ
な

い
関
係
に
あ
る
。
こ
れ
は
悪
の
因
果
と
て
同
様
で
あ
ろ
う
。
行

に
よ

っ
て
生
ず

る
善
悪
因
果
を
思
量

・
探
求
す
る
こ
と
が
、
道
元
の
思

考
形
態
な

の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
瑩
山
は
そ
の
逆
を

『信
心
銘
拮
提
』

(以
下

『拮
提
』
と

略
)
で
示
す
。
先
ず

『信
心
銘
』
の

「
一
心
不
生
、
万
法
無
替
」
に
つ
い

て
の
解
説
か
ら
見
て
い
く
と
し
よ
う
。

心
生

形
段
、
山
河
及
大
地
、
此
心
幾

時
不
生
。
所

以
心
不
生
、
早
心
生
了
也
。

説

万
法
無
餐
、
豊
免
答
乎
、
似
懐
賊
争
賊
。
然
而
見
聞

覚
知
有

何
替
、
…

、

善
悪

因
果
有
何
答
。
測
知
万
法
従
来

静
、
唯

人
自
忙

。
心
豊
不

万
法
、
法
亦
心

故
。
万
法
外
心
終
不
生
、

一
心
上
法
本
無
替

(『常

済
大
師
全
集
』
二

一
九
頁
)
。

善
悪
因
果

に
何

の
答

(11
煩
悩
)
が
有
る
の
か
と
し
て
、

一
心
上
の
法

は
本
よ
り
答
が
無

い
と
す
る
。
こ
れ
で
は
、
『伝
光
録
』
第

二
十
祖

・
第

三
十
祖
章

で
見
せ
た
修
行
力
に
よ
る
擾
無
因
果
的
思
想
と
は
違
い
、
深

信
因
果
的

な
も
の
に
近

い
よ
う
に
も
読
め
る
。
し
か
し
、
後

の
文
が
そ

の
疑
念
を
晴
ら
し
て
し
ま
う
。

正
是

時
、
日
積

月
重
、
漸
長

大
已
成

人
、
好
知
冷
暖

、
好
覚
痛
痒

。
分
生
仏
、

見
迷
悟

。
大

用
現
前
、
通
達
諸
法
。
然
者
始
之
無
迷
無
悟
、
終
之
無
好
無

悪
。

又
可
謂
昔

之
迷
悟
具
足
、
今
之
寂
乱
不
失
。
十

二
因
縁
真
実
体

、
発
心
修
行
能

通
達

(
二
二
七

～
八
頁
)
。

成
人
と
な

っ
て
自
ら
の
生
を
実
感

で
き
る
よ
う

に
な
り
、
か

つ
発
心

修
行
し
て
諸
法
に
通
達
す
れ
ば
、
迷
悟

・
好
悪
は
無
に
過
ぎ
な
く
な
る
、

と
瑩
山
は
説
く
。
待
悟
禅
的

ニ
ュ
ァ
ン
ス
を
感
じ
さ
せ
も
す
る
箇
所
と

言
え
る
。

更
に

『拮
提
』
中
の
以
下
の
文
章
が
、
前
記

『伝
光
録
』

の
二

つ
の

章

に
近
い
内
容
を
示
す
。

夢
幻
空

華
。
何
労
把
捉
。

夢
幻
諸
法
。
空

華
開
落
。
正
是
真
実
。
不
可
念
実
有
。
不
可
捨
虚

妄
。
心
生
種

種
法
生
。
心
滅
種

種
法
滅
。
生
者
不
住
。
滅
者
不
往
。
所
以
寂
滅

也
。
転

生
也
。

然
者
生
便
死
。
死
即
生
。
不
住
故
無
跡
。
無
跡
故

不
運

。
覚
今

之
生
者
用
時
。

念
今
之
死
者
不
用
。
此
之

言
分
時
。
質
実
者
無

二
也
。
讐
如
水
。
流
是
言

生
。

其
水
不
爾
是
言
死

。
如
無

二
水
。
生
死
不
別
。
夢
中

万
境

不
差
別
。
空
華
馨
香

誰
認
得

(
二
二
八
～
九
頁
)
。

生
死
と
は
実
体

の
無

い
も
の
で
あ
り
、
生
滅
を
繰
り
返
し
な
が
ら
も

痕
跡
を
留
め
は
し
な

い
。
水
の
流
れ
の
讐
喩
を
用

い
て
、
根
本
が
同
じ

な
の
だ
か
ら
生
と
死
に
差
別
は
な
い
。
「覚
今
之
生
者
用
時
。
念
今
之
死

者
不
用
」
と
は
、
今
こ
そ
が
生

(=
真
実
)
で
あ
る
と
悟

っ
た
者
が
、
時

間
論
を
理
解

で
き
た
者
と
解
釈
さ
れ
て
お
り
、
反
対
に
今
を
死
と
す
る

者
は
そ
れ
が
で
き
て
い
な
い
と
す
る
。
現
在
を
強
調
し
、
刹
那
的

に
修

行
や
悟
り
を
捉
え
て
い
た
証
拠
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
「時
を
用

い
る
」
や

「時
を
分
か

つ
」
が
深
信
因
果
的
な
も

の
を
感
じ
さ
せ
る
が
、
「質
実
者
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無
二
也
」
～

「夢
中
万
境
不
差
別
。
空
華
馨
香
誰
認
得
」
ま
で
で
、
生

と
死

の
時
間
論
11
業
論
さ
え
も
最
終
的
に
夢
幻
で
あ
る
と
示
す
の
だ
か

ら
、
『伝
光

録
』
と
の
差
異
は
見
ら
れ
な
い
。
相
対
論
と
考
え
た
場
合
、

こ
れ
は
善
と
悪
に
も
置
き
換
え
ら
れ
る
わ
け
で
あ
り
、
善
悪
は
実
体
が

無
く
差
別

の
な

い
も

の
と
な
り
、
前
述
の
引
用
文
と
変
化

は
な
い
。
か

つ

『拮
提
』
で
も
道
元
と
の
相
違
は
明
ら
か
な
の
で
あ
る
。

四
、
以
上
の
瑩
山
思
想
に

つ
い
て
、
『事
略
』
は
道
元
思
想
を
数
多
く

注
に
当
て
る
わ
け
だ
が
、
相
違
点
を
示
す
と
い
う
よ
り
は
、
自
ら
の
数

学
的
背
景
等
を
踏
ま
え
て
、
両
者
の
合
繰
を
進
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

で
は
、
万
回
の
思
想
論
を
端
的
に
示
す
箇
所
を
幾

つ
か
紹
介
し
よ
う
。

『事
略
』
中
、

「須
輿
」

の
語
を
解
釈
す
る
際
に
、
自
身

の
考
え
を
次
の

よ
う
に
示

し
て
い
る
。

鈍
者
考
。
華
厳
頒
云

。
無
量
無
数
劫
解
之
。
即

一
念
知
念

亦
無

念
。
如
是
見
世

間
。
無
量
諸
国
土
。

一
念
処
超
越
。
経
於
無
量
劫

。
不
動

於
本
処
。
不
可
説
諸

劫
。
即
是
須
輿
間
。
莫
見
短
与
修
。
究
寛
刹
那
法
。
心
住
於
世
間
。
世
間
住
於

心
。
於
此
不
妄
起

二
非

二
分
別
。
無
性
撮
論
云
。
処
夢
謂
経
年
。
悟

乃
須
輿
頃
。

故

時
錐
無
量
撮

一
刹

那
。
起
信
義
記
引
此
文
。
釈

云
。
此
中

一
刹

那
者
印
謂
無

念

。
樗
伽

云
。

一
切
法
不
生
。
我
説
刹
那
義
。
有

生
即
有
滅
。
不
為
愚
者
説

。

解

云
。
以
刹

那
流
伝

必
無
自
性
故

即
是
無
生
。
若

非
無
生
則
不
流
転

。
是
故
契

無

生
者
方
見
刹
那
也

(『
続
曹
洞
宗
全
書
』
注
解

一

・
四
八
三
頁
下

段
)
。

傍
線
部
分
に
あ
る
よ
う
に
、
悟
り
を
長
い
時
間

の
座
標
軸

で
捉
え

て

お
ら
ず
、

一
刹
那

の
中
に
無
量
の
時
間
が
集
約
さ
れ
る
と
説
く
。
更
に

一
刹
那

の
前

で
は
全
て
の
対
立
が
消
滅
し
て
し
ま

い
、
無
生

11
生
滅
変

化
を
離
れ
た
存
在
を

一
刹
那
に
見
る
と
結
ぶ
。

よ
っ
て
塋
山
の
善
悪
因

果
を
否
定
す
る
業
思
想
並
び
に
刹
那
消
滅
的
な
部
分
と
、

一
身
上
に
起

き
る
善
悪
概
念
を
捨
て
た

「今
生
の
行
」
強
調

の
姿
勢
に
近

い
註
釈
態

度
と
言
え
る
。

万
回
の
註
釈
態
度

の
顕
著

な
特
徴
と
し
て
は
、
『大
乗
起
信
論
』
や

『宝
蔵
論
』
と
い
っ
た
、
絶
対
的
な
真
理
か
ら
万
象
が
派
生
す
る
論
理
を

展
開
す
る
論
書
を
多
用
し
て
い
る
点
に
あ
る
。
例
文
を
幾

つ
か
挙
げ

て

お
こ
う
。

A
.
讐
如
大
海
有
如

一
海
。
宝
蔵
論
本
際
虚
玄
品
第

三
云
。
経
云
。

一
切
若
有

有
心
即
迷

一
切
。

一
切
若
無
心

即
偏
十

方
。
故
真

一
万
差
万
差
真

一
。
讐
如

海

湧
千
波
千
波

即
海
。
故

一
切
皆

一
無
有
異
也

(
四
八
六
頁
上
段
)
。

B
.
無
名
。
華
厳
云
。
於
第

一
義
不
了
名

云
無
明
。
起
信
論
云
。
所
謂

心
性
常

無
念

。
故
名
為
不
変
。
以
不
達

一
法
界
故

心
不
相
応
。
忽
然
念
起
名
為

無
明
。

又
云
。
処
言
不
覚
義
者
。
謂
不
如
実
知
真
如
法

一
故
不
覚
心
起
而
有
其

念
。
念

無
自
相
不
離
本

覚

(四
九
〇
頁
下

段
)
。

因
み
に
A
.
に
み
ら
れ
る
海

(11
絶
対
的
真
理
)
と
波

(11
万
象
)
の

讐
喩
は
、
瑩
山
も

『伝
光
録
』
第
六
祖
章

で
用

い
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
れ
ら
の
展
開
は
、
道
元
が

『円
覚
経
』
や

『首
榜

厳
経
』
を
否
定
す
る
際
に
、
最
も
忌
み
嫌
っ
た
も

の
と
同
じ
で
あ
る
こ

と
に
変
わ
り
は
な
い
。

こ
れ
ら
を
根
本
的
理
念
と
し
て
持
ち
合
わ
せ

つ

つ
、
瑩
山
の
撰
述
書
に
道
元
の
文
言
を
組
み
込

ん
で
註
釈
し
て
い
る
わ
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瑩

山
禅
師

の
善
悪
観

に

つ
い
て

(宮

地
)

け
で
あ
る
か
ら
、
道
元
思
想

の
曲
解
の
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
。

そ
の
最
も
顕
著
な
例

の

一
つ
と
し
て
、
『拮
提
』
本
文
の

「言
我
誰
、

言
誰
我
」

に
対
す
る
註
を
挙
げ

て
お
く
。
先
ず
塋
山
は
次

の
よ
う
に
述

べ
る
。

言
我

誰
、
言
誰
我
。
所
以
良
遂
参
麻

谷
閉
却
門
。
良
遂
叩
門
、
麻

谷
間
云
、
阿

誰
。
良
遂
諾
処
便
明
。
良
遂
本
為
講
者
、
返
語
徒
衆

日
、
諸
人
知
処
、
良
遂
総

和
、

良
遂
知
処
、
諸
人
不
知

。
誠
知
此
知
処
、
千
聖
不
識
処

(二
二
七
頁
)
。

「我
」
・の
解
釈
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
だ
ろ
う
が
、
瑩
山
は

『伝

光
録
』
首
章
等
で
絶
対
的
真
実

の
我
を
強
調
し
て
お
り
、
こ
こ
で
の
「我
」

も
同
様
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
て
、
万
回
は

「坐
禅
箴
」
巻

の

「不
思
量
底
を
思
量
す
る
に
は
か
な
ら
ず
非
思
量
を
も
ち
い
る
な
り
、

非
思
量

に
た
れ
あ
り
、
た
れ
我
を
保
任
す
、
兀
兀
地
た
と
ひ
我
な
り
と

も
思
量

の
み
に
あ
ら
ず
、
云
々
」
を
当
て
て
い
る
。

瑩
山

の
解
釈
は
あ
く
ま
で
も
絶
対
的
真
実

の
我
と
は
何
か
を
問
う
も

の
で
あ
り
、
麻
谷
宝
徹
と
寿
州
良
遂
の
讐
喩
は
、
知

・
不
知

の
語
を
用

い
て
自
己

の
肯
定

(=

「良
遂
知
処
」)
と
他
者

の
否
定

(=

「諸
人
不
知
」
)

を
示
す
。

つ
ま
り

「誰
」
は
単
な
る
否
定
さ
れ
る
他
者
に
過
ぎ
な

い
。

し
か
し
、
道
元
の
諸
法
実
相

の
観
点
か
ら
す
る
と
、

「た
れ

(=
不
思

量
底

・
思
量
)
」
と

「我

(=
非
思
量
)
」
は
当
体
と
し
て
是
認
さ
れ
る
も

の
で
あ
り
、
決
し
て
非
思
量

の
み
が
強
調
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い

(=

「た
れ
我
を
保
任
す
」)
。
万
回
は
瑩
山
の
絶
対
的
真
実
の
我
を
解
釈
す
る
に

及
び
、
か

つ
自
ら
の
思
想
背
景
と
照
合
さ
せ
る
た
め
に
、
道
元

の
思
想

を
改
変
し
、
「坐
禅
箴
」
巻
の

「た
れ
」
を
単
な

る
疑
問
詞
と
解
釈
し
直

し
た
の
で
は
な
い
か
。

五
、
万
回
が
師
と
仰
ぐ
天
桂
の
臨
済
禅
的
側
面

=
不
生
禅
は
、
瑩
山

の
禅
思
想
と
大
差

は
な
い
。
単
純
に
そ
れ
に
従

っ
て
註
釈
を
試
み
、
そ

の
過
程

の
中

で
道
元
禅
を
解
釈
し
直
し
て
い
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。冒

頭

で
述
べ
た
面
山
の
例
も
あ
る
よ
う
に
、

こ
れ

は
万
回
だ
け
が
特
異
で

あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

更

に
、
儒
学
等

の
影
響
を
受
け
て
現
実
肯
定
主
義

・
現
世
利
益
を
求

め
、
自
己

の
存
在

の
確
立
を
唱
う
近
代
庶
民
に
と

っ
て
、
仏
教

で
説
く

抽
象
的
な
善
悪

・
因
果
観
は
単
な
る
絵
空
事
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。
そ
の
よ
う
な
中
、
絶
対
的
自
己
の
存
在
を
提
起
し
、
自
ら
の
行
に

よ
っ
て
具
体
性
の
な
い
善
悪
因
果
を
超
越
し
よ
う
と
す
る
瑩
山
禅
は
、
あ

る
種
時
代
に
適
合
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
万
回
が
道
元
禅
を

『起

信
論
』
等
の
解
釈
を
踏
ま
え
つ
つ
、
瑩
山
寄
り
に
改
変
し
て
い
っ
た
の

は
、
教
団
内
部
か
ら
の
動
き
と
い
う
よ
り
も
、

近
世
の
時
代
背
景

・
価

値
観
を
基
本
に
置
い
て
い
た
の
で
は
な
い
か
、と

一
応
結
論
づ
け
て
お
く
。

<
キ
ー

ワ
ー
ド
>

『信

心
銘
拈

堤
事
略
』
、
善
悪
因
果
、
業
論
、
万
回

一
線
、
道

元
禅

と
瑩

山
禅

(曹

洞
宗

総
合
研
究
セ

ン
タ
ー

・
宗
学
研
究
部
門
研
究

員
)
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